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「ファス ト風土化」 の どこが 問題 か
近年、大型店 の出店規制が事実上解除 されたことにより、 日本 中の地方 のロー ドサイ ド
に大型商業施設が出店ラッシュとなった。 その結果、本来固有の歴史 と自然を持っていた
地方の風景や風土が、まるでファス トフー ドのよ うに全国一律の均質 なものにな りつつあ
る。そ うした現象を私は 「ファス ト風土」 とい う言葉で表現 した。
では、ファス ト風土化のどこが問題 なのか。私の考えを整理す ると、以下のよ うになる。
1.世 界の均質化 による地域固有 の文化の喪失
本来風土 とい うものは、その土地土地の 自然に制約 されてい る。まず 自然が農林漁業の
あ り方 を規定 し、それがその土地で生産 され る食糧、加工品な どの産物を規定する。 それ
らはその地方 の産業や職業の連関を規 定 し、それ がさらに生活や文化のあ り方を規定す
る。生活や文化 は、それ 自体が文化的 ・精神的な風土 となって、その土地 に生まれた人間
を、他の土地の人間 とは異なる人間 として育ててい く。だか らこそ、地域 ごと異なる多様
な風土を持 った 日本 には、異なる地域文化 があり、多様 な人間性 を生み出してきたといえ
るであろ う。
ところが、その風土がファス ト風土化す るとい うことは、 日本の中の、もちろん世界の
中の無数の地域 の個性 が失われ、文化 が消滅す るとい うこ とである。経済の グローバ リ
ゼーシ ョンを推 し進 める勢力 は、世界 中の地域、生活、文化が均質な市場 になることを望
むか らである。
もちろん私 自身、こ うした消費文化 の恩恵にある程度浴 しつつ、 しか し他方で、私は世
界の多様な文化が均質な消費文化 の中に埋 没す ることを望まない。消費は私たちに豊かな
多様性 を与えるためにあるべきであ り、貧 しい均質性 をもた らすべきではない、 とい うの
が私の基本 的な立場だか らだ。
もちろん、現代の消費文化 は大量生産 を基本 とする。その意味では、均質性 を完全に回
避す ることなど不可能だ とい う反論があるだろ う。確かに、現代 になって登場 した工業製
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品であるテ レビやパ ソコンな どの品質に一定の均質性があるのは当然だ。
しかし、近代以前からずっ と存在 してきた食べ物や住居、そ してそれ らを規定す る風土
までが均質化 していいか どうかは、よく考える必要がある。 まして、私たちの生き方、考
え方までをも均質化す るよ うな方向に消費文化が作用す ることはあま り喜ばしい ことでは
ない。
2.環 境 ・エ ネ ル ギ ー へ の 負荷
ファス ト風土化の急激 な進展 をもた らしたのは、い うまでもなくモータ リゼーシ ョンと
郊外化である。
郊外に住んで、郊外で働き、郊外で買い物をする とい うライフスタイルは、 自動車がな
い とありえない。しか しそのライフスタイルは、石油 を大量消費 し、CO2を 大量に排出 し、
温暖化を促進 し、環境に対 して大きな負荷 を与える。
アメリカのニューアーバニズムの都市計画家、 ピーター ・カル ソープによれば、サンフ
ランシス コの都心地区在住者が1年 間に自動車を走行 させ る距離は7,437マ イルだが、ス
プ ロール化 した郊外では3万1,291マ イル もあるとい う。一般的に、自動車の走行距離 は、
都心からの距離 の2乗 に比例する。半径5㎞ の範 囲で生活できる人 と、半径10㎞ の範囲
で生活 してい る人では、移動す る地域の面積は2倍 ではな く4倍 になる。 よって走行距離
も4倍 になるのである。
しか も現在、 日本の地方郊外のショッピングセンターは1年365日 営業、フロアによっ
ては24時 閤営業 してい る。早 く閉まるフロアでも午後11時 までは開業 してい る。その間、
6万 ㎡もある巨大シ ョッピングセ ンターの広大な空間を全館冷暖房 しているのだ。そ こで
使われる電気の量たるや想像 を絶する。
3.繰 り返 される破壊 による人間関係の破壊 と街の使い捨て
このよ うに、ファス ト風土化 は、環境やエネルギーに対 して大きな負荷 を与えている。
それだけでな く、そもそも日本の各地 に本来あった豊かな 自然を破壊 している。それは同
時に、その地域の農村 コミュニテ ィも崩壊 させている。
また、い うまでもな く、ファス ト風土化は、歴史ある中心市街地を破壊 し、そ こにあっ
た都市コ ミュニティをも破壊する。
古いコ ミュニティの破壊 は古い因習 に満ちた取引関係 などを破壊す ることで もあるの
で、悪いことばか りだ とは言い切れないが、 しか し、その地域の人間同士の間に従来あっ
た信頼 関係を破壊す る面があることは否定できない。
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さらに、よ り都市から離れた農村部で形成 され る新郊外 は旧郊外 をも破壊する。 日本の
地方都市の旧郊外 とは、ほとん どの場合、中心市街地 を貫通す る旧街道か ら昇格 した国道
沿いに、1970年 代 ごろに形成 されている。 しか し旧郊外 の国道 は幅が狭 く、近年の増大
す る自動車交通 には次第 に適 さないものになっている。それよ り、新 しい幹線道路 を自動
車利用者は好む。そのため新 しい幹線道路沿いには新 しい郊外が形成 され、ファス ト風土
化が進むのである。
こうして、新 しい郊外が形成 され ることによって、 旧郊外は次第に廃れていく。比較的
大規模なスーパーマーケ ットが閉店す ると、そのまわ りの専門店も次第に閉店 してい き、
立て替えもされず、地域全体が廃墟になっていく。
さらに将来、今できたばか りの新 しい郊外 も、 さらなる地域間競争によって衰退 し、廃
墟化する可能性 もある。すでにアメリカ の郊外では、 ウォルマー トな どの巨大シ ョッピン
グモールが出店す ることによって、 より小 さな近隣型モールが廃墟 になっている。 これは
まるで 「街 の使い捨て」「街のスクランプ ・アン ド・ビル ド」 ともい うべき状況である。
このよ うにファス ト風土化 は、自然、農村、都市、旧郊外を四重に破壊 し、かつその破
壊 を繰 り返 してい くのである。
ア メ リカ中 を席 巻 して い る シ ョ ッ ピ ング モ ー ル
チ ェーン、 ウォルマー ト。今 も古 い町の零 細商店 を
閉店に追い込んでいる。
日本中の幹線道路沿いに巨大商業施設が集積 し、ファ
ス ト風土的風景 が増加 してきた。
4.流 動化と匿名化による犯罪の増加
道路網の整備 は、行政単位や地形に規定 された地域 の境界を越 えて、人 と物の移動を活
発 にした。 そのために、各地域には、そこに住 まず 、働 きもしない人々が、買い物のため、
レジャーのため、あるいは仕事のために、大量に行き来す るよ うになった。地方の社会に
も、都市的な流動性 と匿名性 がもた らされ たのである。
この流動性 と匿名性の増加 は犯罪の温床 となる。そもそ も、なぜ犯罪が都 市で多かった
かといえば、都市は流動的で匿名的な空間だか らである。 しか し今や、流動性 と匿名性は
都市だけの特徴ではない。道路網の整備 によって、 日本中の どんな田舎でも流動的で匿名





近年、相次いでいる少女の連れ去 り事件も、明らかに道路網の整備が助長 してい る。狭
い地域社会の顔の見える人間関係 の中で暮 らしていれば、連れ去 り事件は起きにくいはず
だ。
ところが今 日は、いつでも、 どこか らで も、誰 もが、容易に 日本中を移動す ることがで
きる。見知 らぬ土地で少女を連れ去 り、また別の見知 らぬ土地 に連れ去ってい くことは簡
単だ。
言い換 えれば、ファス ト風土では悪所が遍在化す る。本来、歓楽街などの悪所は都市の
中に囲われた一定の場所であった。 ところが郊外化が進む と、こ うした悪所 も郊外のロー
ドサイ ドに分散 して しま う。そのため警察の監視も行 き届かな くなる。
さらに問題なのは、「悪所」が 「歓楽街」 といったよ うな 「場所」を持たなくなる とい
うことだ。 クルマ とケータイがあれば、いつでもどこにで も悪所 が生まれ うるか らである。
しかも、その悪所は場所に固定せず、消 えてしま う。流動的で匿名的な空間の中で、場所
性が消滅するファス ト風土は、ま さに都市以上に犯罪が起きやすい空間である といえるだ
ろ う。
5.大 量浪費空間の出現による現実感覚の変容 と意欲の低下
東京の ような大都市は、江戸時代から、大正 ・昭和以降、戦後 も、今 日に至 るまでず っ
と何百年 間も巨大な消費都市であ り続 けた。だか ら、今 さら何ができて も、東京に住む人々
にとってはたい した驚きではない。
それ に比べ ると、ファス ト風土化は、まさにファス トだ。急速 にしかも大量 に消費社会
化が進む。
田んぼ の真ん 中に、非常に短期 間に、10万 ㎡近い巨大 なシ ョッピングモールができ、
その周辺 にも大規模な量販店 などが次々と出店すれば、その合計は何10万 ㎡にもな る。
そ うい う郊外農村部の変容ぶ りは、おそろしく激 しいものであ り、そこに住む人々に とっ
て、非常 に大きなショックをもた らすのではないだろ うか。少 し大げ さにいえば、人 々の
人間観や倫理観まで もが影響を受 けるのではないだろ うか と思えてならない。
それは具体的にい えば、 「人 間も大量生産 された物 であるとい う感覚」である。郊外の
商業集積地域で万引きが頻発 しているのは周知の事実だ。ロー ドサイ ドの書店で盗んだ本
を、そのままロー ドサイ ドの古本屋に持っていくとい う手 口が多いこともよく知 られてい
る。
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これ が、昔 なが らの顔な じみの商店街 で、夫婦 が二人でやっているような店 だった ら、
物を盗むのは難 しい。彼 らの生活が見えるか らだ。
しか しシ ョッピングセンターに うずたかく積み上 げられたおびただしい数 の物を見た と
き、ここか ら1っ くらい盗んで も誰 も困 らないだろ う、と思ったとしても不思議 ではない。
そ こにある物には顔 が見えないか らである。誰がっ くった物かわか らない。っ くった人を
知 らない。そ うい う物 を盗むには良心の呵責がな くてすむ。人だけでなく、物 自体もまた
匿名だか らだ。その匿名性の感覚が肥大化 して、シ ョッピングセ ンターにいる女の子の1
人 くらい連れ去ってもいいだろ うと思った としても不思議 ではない。
また、大量消費空間の出現は、また他方で、地方における青少年の意欲 の低下をもた ら
すもの と思われる。
地方のシ ョッピングモール に行 けばわかるが、そ こには世界中に店舗展開 しているCD
店がある。20年 前までは東京や大阪のよ うな大都市 にしかなかった ような店である。そ
れが今 は 日本中の 田んぼの中のシ ョッピングセンターにある。
地方の若者に とっては、 このよ うな拠点が地元 にできることは うれ しいに違いない。 し
か し見方を変えれば、それは、働いて収入を得よ うとか、そのために東京に行 こうといっ
た意欲 を持つ必然性がなくなるのだ。
しかし東京のような都市の魅力 とい うのは、物の豊か さだけではない。いろいろな人が
いて、多様 な生き方があ り、本当のプロがいる。そこでいろいろな人 と出会い、より広い
視野を持った り、個人の多様な可能性 を感 じた り、 自分で もその可能性 を試そ うとい う気
持 ちになった りするとい う点が東京 のよ うな都市の魅力であ り、存在理 由であると私 は考
える。
だから、地方にいなが らにしてたいていの物が簡単に手に入るか ら東京に行かな くても
よい とい う状況は、一見幸せそ うに見えて、実は若者 から可能性を奪っているのではない
か と思えるのである。
新 しい文化 は、同質 な人間のなれ あいからは生まれない。異質な人間同士のぶっか りあ
いか ら生まれるか らだ。異質な人間を出会わせ、ぶっからせ、競わせるために都市はある
のだ。
6.地 域文化 の空洞化 によ るアイデ ンテ ィティ危機か ら生 まれる
浮つ いたナ シ ョナ リズム
地域社会の伝統や歴史的風土性 が喪失 したファス ト風土の中で、人は何 にアイデ ンティ
ティを感 じるだろ うか。
前近代社会 においては、近代的な意味での「個人」は存在 しなかったので、アイデ ンティ
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ティは個人が形成す るものではなく、地域社会の中で伝統的なや り方で決定 された。
戦後 の 日本では、アイデンテ ィファイす る対象は会社、組織 に求め られたが、今 日で
は、会社、組織 にアイデ ンテ ィテ ィを求めた くない と考 える者が多い。 もちろん地域社会
は弱体化 し、空洞化 しているので、アイデンテ ィファイ させ る力 を持っていない。 した
がって現代 においては、個人が 自らのアイデンティティを確立 しようとす るとき、アイデ
ンティファイす る対象を 自分で見つけなければな らない。
しか し、すべての人が 自らのアイデンティテ ィを見つ けられるわけではない。いつまで
もそれが見つ けられずに人生をさまよう人間が増える。
また、すべての人が自らのアイデ ンティティを見つけたいわけでもない。特別に個性的
なアイデ ンテ ィティではなく、他者 との一体感 を味わえるアイデンティティを見つ けたい
とい う者 も少 なくない。 しか し現在の社会では、そ うい う一体感 を味わ える場 は、身近 な
地域社会や家族や友人 関係や会社組織などにはない。するとやは り人生 をさまよ う人間が
増 える。
人生を さまよ う人間はそれで どうなるか?そ の とき人は一気に国家 にすがる可能性 が
あると私 は考える。国家 とい う、本来最 も個人か ら遠い ものが、故郷 もコミュニティも持
たぬ砂 のよ うな個人 に唯一確かなアイデンティティを与 えるように感 じさせ る可能性 は少
なくない。それ はとても浮ついた危険なナシ ョナ リズムではないか と私 には思える。
7.生 活空間の閉鎖化 による社会化の阻害と持続可能性の衰退
ファス ト風土は、閉 じた空間である。そこでは人は、マイホームのマイルームか ら、必
要なときだけマイカーに乗 って、シ ョッピングモールに行 って帰って くる。それは距離的
にはかな りの移動 をしているが、心理的 には閉 じた空間の中を行き来 しているだけではな
いだろ うか。
いつもはエアコンの効いたマイホームのマイルームにいて、必要なときだけ家の中か ら
直接ガ レージに入 り、クルマに乗って、エンジンをかける。やは り車内はエア コンが効い
ている。 シャッター を リモコンで開閉 し、シ ョッピングモールへ。駐車場か らエ レベー
ターで店 内へ。 もちろん店内は24時 間365日 全館冷暖房だ。
極端な言い方だが、そ うい う生活をしている人間は一度 も外気 に触れない。 自然に触れ
ず、四季 の変化 も感 じにくい。それだけではない。社会 に触れない。他者に出会わないの
である。 家族以外の人間 と会話を交わす こともあま りないだろ う。
シ ョッピングモールが一見都市に似て、都市 と違 うのは、この没社会性 にある。 ショッ
ピングモール において人間は、ただ個人 としてのみ存在す る。 しかも消費す るだけの個人
としてのみ存在す るのである。
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もちろん、都市においてもまた人は消費す る。 しか し、都市において人は働 き、相互 に
っ なが りあ う。っなが りあ うとい うことは、仲よくす るとい う意味ではない。人々は都市
において、お互いに自己を主張 し合 い、言い争い、競い合 う。それは人生そのものだ。
それに対 して、ファス ト風土は、都市で もなければ農村でもない、郊外の住宅地 とも言え
ず、何 とも言えぬ不思議なものであ り、ただ確かに言えることは、それが単 なる消費空間
だ とい うことだ。
しか もそ こには人間同士の本当のコミュニケーシ ョンが欠落 している。 あるのは、マク
ドナル ドやGAPの 店員 のよ うなマニュアル化 され た記号のよ うな言葉 だけだ。だか ら、
商店街 のよ うな街がなくなって、ファス ト風土化が進む とい うことは、人間同士の本当の
コミュニケーシ ョンが減 るとい うことなのだ。
確かにコミュニケーシ ョンはわず らわ しい。時間もかか る。非効率である。だが、その
非効率で無駄の多いコミュニケーションこそが人間社会の基本である。コ ミュニケーシ ョ
ンをせずに、ただ金 を出 して物を買 うだ けでは、 自分のためだけに消費す るだけの自閉的
な人間を増やすだけであろう。
近年の青少年に社会性の欠落や他者 とのコミュニケーシ ョンカの不足を指摘す る人が多
い。なぜ青少年はそ うなったのか。 もちろん理 由は複雑だが、ひ とつの背景 として、彼 ら
の育った生活環境がすでにファス ト風土化 した郊外だったか らとい う可能性は否定できま
い。
しか し、ファス ト風土化が進む現在か ら振 り返 ってみる と、ファス ト風土化以前の街や
村 には子 どもを社会化する(大 人にする)と い う機能があったことを我々は認 めざるを得
ないだろ う。その社会化 の機能は潜在的 な機能であり、顕在的ではないので、これまで我々
はその重要性 を見過 ごしてきた ように思 う。
社会 とい うのは抽象的な概念だ。だか ら、社会 を見せてみうといわれても、見せ ること
はできない。テ レビでニュース映像を見ていても社会を見たことにはな らない。では どう
した ら社会 が目に見えるか。それが街である。
街には、複雑 な人間関係 が内包 されている。街の中で人 と人がどう具体的に関係 し合っ
ているかを見ていれば、おのず と社会のか らくりがわかる。社会 とは、人 と人の無数の行
為の連関だか ら。街は、その諸行為 の連関を具体的に見せてくれ る場なのだ。だか ら、街
を通 じて 自然に子 どもは社会を学び大人になる。逆 に、街がな くなるとい うことは、そ う
した連 関が見 えな くな るとい うことである。 それは社会が見えなくなるとい うことであ
る。街の消 えたファス ト風土で子 どもが育つ とい うことは、子 どもが社会の存在に気づ く
機会が失われるとい うことであ り、最終的 には、子 どもの社会化が阻害 され るとい うこと
になろ う。
また、私が、街の機能 として子 どもの社会化を重視するのは、子 どもが自然 に社会化す
る社会こそが持続可能な社会であると思 うか らである。持続可能性 とい うと、環境やエネ
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ルギー資源への負荷が少 ないとい う意味で使 われることが多い。 しか し、真に持続可能な
社会 とは、単に環境がよいだけではなく、子 どもが 自然に社会化 して大人にな り、また子
どもを産み育てよ うと自然に思 う社会であると私は考える。環境やエネルギーに負荷が少
なかった として も、肝心の人間が将来にわたって社会 を持続 させたい と思わない とすれ
ば、何の意味 もないであろ う。
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